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いるとは限らない。
　物流作業者への仕事の教え方につい
ても監督者は学ばなければならない。図
②が部下に対する正しい教え方である。
このプロセスにおいても部下に標準作
業書を見せ、その通りに作業させること
が前提である。

部下の仕事の出来栄えを
確認させる

　物流監督者は部下が標準作業通りに
正しく仕事を行っているかどうかを確認
する責務を負う。そして正しくない部分が
あればそれを直させなければならない。
これは「作業観察」と呼ばれる重要な物
流監督者業務の1つである。これができ
ていないと物流品質不良を発生させる
恐れがある。適正なコストや納期を達成
できない可能性もある。したがって部下
の仕事について定期的に確認をしてい
くことになる。ただし必ずしも毎日すべ
ての作業者についてすべての作業を確
認することは現実的でない。そこで作業
のプロセスにおいて特に重要と思われる

「急所」について確認するようにしよう。
　物流監督者はもう1つ部下について
確認しなければならないことがある。そ
れは保有スキルレベルの評価である。物
流作業者ごとに作業別の「要求水準」と

「現状」を認識することから始まる。物流
監督者はこの要求水準に対して現時点で
部下がどこまでできているのかを確認す
るのだ。さらに部下の業績評価も監督者
の仕事である。業績評価を行う際には部
下の出来高や品質不良の発生状況等の

物流監督者の役割を認識しよう
　会社としての物流力、特に物流現場力
を向上させるためには物流現場の監督
者の能力が極めて重要になってくる。監
督者がしっかりしていなければ部下の現
場スタッフを育成することは難しい。そ
こで会社として現場力を向上できる監督
者の育成を優先的に考えていきたいと
ころである。図①をご覧いただきたい。
これは現場をマネジメントするための監
督者の役割（ポイント）を示している。
　これらについて確認していこう。
　まず「作業の標準化」について。これは
あえて言うまでもないことではあるが物
流現場では意外と進んでいないケース
が見受けられる。仕事のやり方を作業者
任せにしている場合、何が正しい作業か
がわからずSQDC（安全・品質・デリバリ
ー・コスト）について狙った通りの結果を
出せない可能性がある。物流作業を標
準化できたらその通りに仕事をさせるこ
とが次の「作業指導と定着化」である。
この2つは基本中の基本であることに
間違いないので最初に取り組むべき役
割と認識したい。
　次に「標準作業の改善」である。標準
作業は今考えられる最善の方法であり
状況の変化に伴い改善されていくべき。
監督者は常に標準作業を最新の状態に保
つことを心がけたい。「異常時対応」は物
流作業にはつきものだ。異常時にサプラ
イチェーンを止めないための対処方法
について考慮しておくことが望ましい。
最後に「4M変更管理」である。物流の
4Mとは「人（Man）」「もの（Material）」

「設備（Machine）」「方法（Method）」
である。これらの内いずれかが変更にな
るとミスが発生しやすい。監督者はこの
変更に備えた管理をしっかりと実行して
いきたい。
　会社として物流監督者に対して以上
の役割をきちんと認識させるとともに職

務分掌に記述することも忘れてはなら
ない。これが会社と物流監督者の契約
になるのだから。

物流作業の標準化と
正しい仕事の教え方

　物流現場での作業は比較的自由度が
高いと思われる。生産工程のように工法
や使う設備が決まっていて作業スピード
もコントロールされている現場とはやや
異なる。作業現場や運搬機器などを変
更できるし生産活動のように決められた
特別な設備を使うことも少ない。物流で
は繁閑差が大きい場合があるわりに人
員が固定されていることがある。このよ
うな状況の下、1日の仕事量が半分にな
ると4時間分の作業について作業スピー
ドを落とし8時間かけて実施することも
ある。それだけ物流作業は作業者の自由
度が高いと言えよう。物流監督者は「本
日の作業を夕方までに終えろ」と指示は
するものの「3時45分までに100台分
の出荷準備を終わらせろ」といった具体
的な指示をすることは少ない。具体的な
指示をできない理由は何だろうか。それ
は仕事が標準化されていないとともに
標準時間が決まっていないからである。
ではなぜ標準化や標準時間の設定がで
きないのだろうか。それは「標準化」を行
うための教育を受けていないことや「標
準化」の重要性が認識できていないこと
が要因だと思われる。なぜなら物流現場
は標準化していなくても「何となく」仕事
ができてしまうからである。しかしその
仕事は会社の求めるSQDCを満たして

物流現場監督者育成施策
～強い物流は物流現場の監督者で決まる!～
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事の標準時間が決まる。さらに標準時間
に対する実際時間との比較で生産性が
把握できることになるのだ。
　物流監督者にはすべての作業を標準
化させること、そしてその作業の標準時
間を設定させること、さらに実際時間を
把握し生産性を評価させること、このプ
ロセスを行わせることが彼らに対する教
育となるのだ。
　物流現場は今まであまり関心が寄せ
られてこなかったことも監督者が十分に
育っていない理由だろう。しかしこれか
らは管理者や経営者はもっと物流に関
心を持つとともに、物流に対するデータ
を監督者に要請していこう。「先月の売上
高物流コスト比率」「先月の方面別トラッ
ク積載率」「過去6カ月の物流ミス発生
件数と発生率」「先月の物流労働生産性」、
このような数値データをどんどん出させ
て物流現場と監督者のレベルアップを図
っていくことが望ましい。そのためには上
位者からプレッシャーをかけることが一
番。物流はよくわけがわからないからその
まま放置しておく、という態度では会社全
体の生産性が向上しないことは明白だ。

物流現場力を
向上させるためには

　物流監督者には自ら現場力を向上さ
せることが求められる。作業の標準化に
始まり継続的な改善、作業者の多能工
化を通して物流現場力を強くしていくで
ある。では実際に現場力がどう向上して
いるかについてKPIを使って測定してい
こう。一方で具体的に現場力を向上でき
る監督者をどのように育成していったら
よいか。
　1つは監督者の評価にKPIの数値を
使うことが考えられる。KPIはSQDCを
網羅するものであり、現場に与えられた
目標レベルを達成することが監督者の
タスクだからである。そして物流現場で
は監督者だけではなくそこで働く全従
業員がKPIを意識するようなしかけも欲
しいところだ。そこで2つ目として監督
者に「物流現場管理ボード」（図③）を現
場に掲示させ、その前でミーティングを
行うとともに、日々管理グラフに実績を
記入させるようにしたい。これが現場力
とともに監督者のマネジメント力向上に
つながるはずだ。
　現場管理ボードには日々の作業の出
来高管理、改善の進捗状況、物流品質の
状況等を確実に掲示することにしよう。作
業者別の技能要求水準と現状についても
掲示し、各自が上昇志向を持てるような
しかけがあってもよいだろう。

物流を数値データで
評価できるようにさせるために

　物流は数字で評価する。しかしながら
昔から物流監督者は数値データ管理が
苦手の様だ。生産工程ではできるのにな
ぜ物流現場ではできないのだろうか。こ
の問いに対し物流はさまざまな仕事が
あるので定量化しづらいという言い訳が
出てきそうだ。さまざまな仕事があるこ
とは間違いないが、だからといって定量
化できないという話は正しくない。むし
ろ自由度が高いために作業パターンが
いくつも存在し、標準化や定量化がしづ
らい状況になっていると考えるべきであ
る。物流監督者はこの自由度をそのまま
にしておくのではなく、いろいろなやり
方の内最もSQDCの観点で望ましい作
業パターンを標準作業として決めなけれ
ばならないのだ。それができればその仕

データをきっちりと把握しておく必要が
ある。評価の公平性を保つためにもどの
ようなデータを把握していくべきかにつ
いても会社として教育していくことが望
ましい。

物流KPIを使った
マネジメントを学ばせる

　物流現場では監督者次第で期待して
いたSQDCを達成できるかどうかが決
まる。製造現場でも同様だが特に作業の
自由度が高い物流現場作業において監
督者の位置づけは重要だ。SQDCの達
成度合いを確認するために製造現場で
は見かけるものの物流現場ではなかな
かお目にかかることの無いものがある。
それがKPIだ。監督者にはこれについて
学んでいただきたい。なぜならこのKPI
無しに物流作業のパフォーマンスは判断
できないからだ。従来のような感覚でも
のごとを判断することからは卒業しよう。
　KPIとは Key Performance Indica
torの略であり、目標の達成度合いを計
る定量的な指標のことである。目標に向
かって日々業務を進めていくにあたり、

「何をもって進捗とするのか」を定義する
ために設定される尺度のことだ。KPIに
は結果系の指標と要因系の指標がある。
結果系指標とは何かしらの行為の結果
としてあらわれる指標のことである。一
方、要因系指標とはある結果を生み出す
過程で把握される数値指標のことであ
る。典型的な物流における結果系指標と
して「売上高物流コスト比率」が挙げら
れる。それに対して要因系指標の代表格
は「トラック積載率」だろう。工場の物流
コストの約6割を輸送コストが占める。し
たがって輸送についてのKPIは特に重要
だといえる。
　物流監督者は自分の管理範囲でどの
ようなKPIを使っていったらよいのかを
考えて欲しい。もし工場内運搬を主体に
行っているのであれば結果系の指標とし
て「製品1台当たり運搬工数」、要因系の
指標として「作業者1人1時間あたり運
搬量」などがふさわしいといえる。工場
管理者には 各物流監督者に自部署 の
KPIを考えさせ数カ月間その推移を報
告させよう。これを行っていくことで監
督者のパフォーマンスに対する意識が高
まりレベルの高い監督者へ一歩近づく
ことになるだろう。
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管理状態にあるとは、各要素のＫＰＩに
関して「目標」と「実績」が日々現場の
管理ボードで見ることができ、誰もが
実態の認識ができる状態のことを指す


